
科目名 使用教科書・副教材等 単位数 学科・学年 

「実 習」
 新版機械実習１，２(実教出版）、

自作テキスト 

３単位（４

単位中） 
電子機械科・第２学年 

 

１ 学習の到達目標等 

学習の 
到達目標 

１ 電子機械に関する技術を実際の作業を通して総合的に習得する。 

２ 基礎的な技術を学習し、企業等でも柔軟に対応できる能力と態度を身につける。 

 

２ 学習計画等 

学
期 

学 習 内 容 月 学 習 の ね ら い 考
査 

１
学
期 

１ マシニングセンタ１ 
 

２ 板金溶接 
 

４ 

・ＮＣ言語を理解し、半田こてのこて台を

製作するプログラム(130行程度)を作成す

る。 
・マシニングセンタの機械操作を体験す
る。 
・ガス溶接･切断、アーク溶接等の基礎的な
技術、知識を習得する。 

中
間 

５ 

６ 

期
末 

７ 

２
学
期 

３ 電子オルゴールの製作 
 
 
４  電子回路製作 

８ 

・電子音のオルゴールを製作するための、は
んだつけとＣ言語の基礎を学習する。 
 
・ブレッドボードを用いて、電子回路の基礎
を学習する。 

中
間 

９ 

10 

11 
期
末 

12 

３
学
期 

５  マイコン制御の実習 

  測定 
 

１ 
・マイコンの基礎を学習する。 
・マイクロメータやダイヤルゲージの
基礎を学習する  

学
年
末 

２ 

３ 

 

３ 評価規準及び評価方法 

⑴ 評価規準 

  知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

評 
価 
規 
準 

安全作業等、工業に関する基
礎知識を身につけ、各分野の内
容をきちんと理解できる。 

色々な場面において、基礎的
な技術、知識を生かし自ら考
え、判断し、行動できる。 

各ショップにおいて、興味、
関心を持ち、向上心を持って意
欲的に取り組める。 

⑵ 評価方法 

  知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

方法 

各作業の基本操作について
の正しい知識を習得し、安全か
つ作業法の技術をよく身につ
けているか総合的に評価する。 

 適切な作業手順を考え、作業
内容の良し悪しを判断できて
いるのか、課題作品及びレポー
ト等で総合的に評価する。 

振り返りシートの内容や自
己評価及び相互評価等で総合
的に評価する。 

４ 確かな学力を身に付けるためのアドバイス 

ここでは基本的な制御、ＮＣ工作機械を用いた加工、色々な材料を用いた溶接など専門的な内容の実

験・実習を行います。また、電子回路の基礎を学び、マイコン制御につなげ、組込み制御を行います。

習った内容を着実に身につけるためにはレポート等をしっかりとり、分からないことがあれば積極的に

質問するようにしましょう。 


